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｢教室ユーモア」の分析視点に関する基礎的研究








































































































































































































































































































































































































































































































































































来 た と き，つまり「図式との「不一致
incongruity（アルはずのものがナイ，似て
いて違う=図式のズレ）」が検出されたとき，
図式の作動（operation）に急激な迷い（振
動）が発生し，精神は混乱する。この混乱を
避けるために，一時的に回路の連結を「ハズ
して」しまう（負荷を脱離する）のが，笑い
の核心的なメカニズムである。（p.1）
つまり，当該の状況において駆動している
「○○は○○なはずだ」「○○は○○であるべき
だ」といった「図式」（ものの見方や考え方や
価値観，常識，先入観，固定観念など）と，現
前のモノやコトとの間に不一致が検出されるこ
とによって「認知的なズレ」が知覚される。こ
の「認知的なズレ」がユーモア生起の契機とな
るという考え方である。
単純に言えば，多くのユーモアが「AはBな
はずである。しかし今，目の前でおこっている
のは，AがCである」という構造としてその発
生を説明できるということである。
そして，木村も指摘するように，ユーモアの
認知処理の特徴として，その過程の中で，前提
となった「図式」に対する一時的な相対化・価
値無化が生じるという点が挙げられる。主体
は，前提としていた「AはBである」という
「図式」を，一時的に，「真実ではないもの」
「価値のないもの」「普遍的ではないもの」と位
置付けることで，現前の「AはCである」とい
う現象を合理的に受容・解釈できる別の「図
式」の検出や新たな「図式」の創造を目指すの
である。
この，ある意味で自身のものの見方や考え
方，先入観や固定観念にとらわれることなく，
そこに新たな創造的価値を生み出そうとする思
考や認知がユーモアという現象の本質なのであ
る。そして，この点こそが，多くの言説の中で
ユーモアや笑いが創造性や柔軟性と関連付けら
れて語られる所以であるといえる。
そして，ユーモアによって一時的に相対化，
価値無化された「図式」（AはBである）は，以
降，相対化が起こりやすくなることを木村
（1983），森下（2003）などは指摘する。つま
り，「ユーモア」によって一度相対化，価値無
化されるという経験を経ることにより，主体が
その「図式」に対して感じる普遍的な信頼性や
真実性自体が弱まりやすいと考えられるのであ
る。この特定のものの見方や考え方，価値観を
相対化し，批評的な眼差しを向けることを可能
にするという点にユーモアや笑いの創造性と破
壊性があるのである。
ここまでの議論を踏まえることで，先に挙げ
た古典のテストの例が，なぜ否定的に捉えられ
佛教大学教育学部学会紀要 第20号（2021年３月)
8
るのかを説明することができる。
まず，この場合に前提となった「図式」とし
ては子どもたちが内在する「教師は学習内容に
は価値があると信じているものだ」「学校の学
びに大切でないものは無いはずだ」「古典の学
びは自分にとって大切なものだ」などが想定さ
れる。これは，この時点において，子どもたち
にとって「あたりまえ」となっているものの見
方や考え方であるといえる。だからこそ，それ
に逸脱する教師の発言（「古典が読めなくても
いい」）によって「認知的なズレ」が検知され
「教室ユーモア」が生起すると考えられる。そ
して，この「教室ユーモア」の知覚は，子ども
たちに前提となった「図式」に対する一時的な
相対化や価値の無化をもたらす。また，これ以
降，これらの「図式」に対して子どもたちが感
じる普遍性や信頼性を低下させるものとして機
能する可能性が高い。
しかし，「教師は学習内容には価値があると
信じているものだ」「学校の学びに大切でない
ものは無いはずだ」「古典の学びは自分にとっ
て大切なものだ」といった「図式」は，学校教
育の中で獲得・強化が目指されるべきものとし
て，多くの教育者に共通的に認識されている。
この点がこの「教室ユーモア」の不適切である
という評価につながっていると考えられるので
ある。
このように学校教育の中で獲得・強化をする
べきであると共通的に認識されている「図式」
（ものの見方や考え方，価値観など）は，「勉強
は大切だ」「先生の話は聞かなければならない」
「友達は大切にしなくてはいけない」「夢を持つ
ことは大切だ」「犯罪や差別は良くないことだ」
「栄養的にバランスの良い食事が必要だ」など
非常に多岐にわたるといえる。ある意味で学校
教育における学びは全てこのような「図式」を
獲得・強化の営みであるともいえるだろう。
このようにみると「教室ユーモア」の質（内
容）の適切さという点を考えていくうえで，そ
れがどのような「図式」の相対化や価値の無化
を伴っているかという点が一つの手がかりとな
るように思われる。学校教育の中で，子どもた
ちに獲得・強化させるべき「図式」について，
それを相対化したり，価値を無化させたりする
ような「教室ユーモア」が多用されることは非
常に危険であるし，逆に，学校教育として相対
化を促すべき「図式」の場合（例えば，人前で
失敗することは恥ずかしいことだ，先生には気
軽に話しかけるべきではない，など）には「教
室ユーモア」が１つの教育資源になりうるかも
しれない。
6．おわりに
本稿では，多様な「教室ユーモア」を統一的
に捉えることができる視点・観点の開発に向け
た基礎的な考察として，先行研究の知見を手が
かりに，いくつかの視点・観点をその候補とし
て整理することができた。さらに，これまであ
まり注目されてこなかった「教室ユーモア」の
質（内容）という観点からは，学校教育の中
で，子どもたちに獲得・強化させたい「図式」
との関連の中で捉えることで，より分析的に語
ることができるという視座を提起することがで
きた。これらは，今後「教室ユーモア」につい
てより分析的，汎用的な議論を展開していくた
めの手がかりとして有益なものであると信じて
いる。
しかし，今回の考察では，抽象度の異なる議
論が並列されたり，それぞれの議論が重なり
合ったりしている部分も多く，これらの視点・
観点・論点がどのように関連付けられるのかに
ついては今後さらに丁寧な精査が必要である。
また，これらを視点とした，実際の「教室ユー
モア」分析などを通して，より精度の高いもの
へとブラッシュアップさせていくことが今後の
課題である。
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